顧客満足論の授業での質問カードの返答です。

Q：　シネコンは「ユナイテッドシネマ」や「ワーナーマイカルシネマ」など何社かありますが、その中でも特にCS、ESが充実している企業はどこだと考えられますか？

A：　同じ企業によってもサイトが違えば、CS,ESの充実度も違ってきます。やはり新しくできたサイトは今まで至らなかった点が、改善されているのでCS、ESの満足度は高いと考えられます。

Q：　よく映画を観に来るお客さんに対して、新作情報や料金が安くなる日などを郵便やメールで知らせてくれたらいいと思います。

A：　映画は上映するサイクルが短いし、時間は週によって変わるので郵便での案内はほとんどありません。シネコンによってはメルマガによって情報を提供している企業もあるようです。

シネコンはそれぞれ独自のHPを運営していて、そこで新作情報や、料金案内が書いてあります。ビデオレンタル屋や本屋さんにweeklyの１週間の作品と時間や料金が書いてある紙が置いてあることがあります。その他にはiモードなどの携帯端末で映画情報を知ることができます。「ぴあ」などの情報誌にも劇場案内､作品案内が掲載されています。

Q：シネコンの問題で集客に左右されるとありましたが、なぜ問題なのですか？

　

Ａ：問題というのは、映画の作品に左右されることが大きいのが問題なのです。お客様は良いサービスを求めて良いシネコンに足を運ぶということはありますが、やはり映画を観ることが目的なので、どんなにすばらしいサービスが施されていても、「いい映画」が上映されていなければ、映画館には来てくれないということになります。

あと、映画は話題作の時には当然来場客は多いのですが、話題性のない映画の時には必然的に来場者数が落ち込むという結果になります。

